






目的 

 静岡県では県衛生部,小児科医会,産婦人科医会が協力して昭和 52 年 2 月より

Hepaplastin test(HPT)を利用した特発性ビタミン K(VK)欠乏性出血症発症予防のフィール

ドトライアルが開始して5年が経過した。主としてHPTによるスクリーニングを行ない,HPT

低値例に VK投与が行われた。今回は HPT 実施率および VK 投与の現況を調べるとともに,VK

を予防的に投与した場合に HPT 値にどのような影響を与えるのかを検索した。 


